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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結
累計期間

第32期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 3,352,693 3,221,669 6,638,731

経常利益 （千円） 103,732 94,413 146,898

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 57,516 52,374 87,057

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 65,946 60,214 96,539

純資産額 （千円） 986,485 1,053,202 1,017,077

総資産額 （千円） 2,012,301 2,009,915 2,014,838

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 24.87 22.65 37.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.7 48.9 47.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 190,126 86,545 190,879

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △22,074 △27,285 △20,480

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △42,709 △34,139 △57,763

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,109,406 1,121,820 1,096,700

 

回次
第32期

第２四半期連結
会計期間

第33期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　７月１日
至平成30年
　９月30日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △1.43 4.75

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、個人消費が持ち直し、生産や設備投資が増加するなど、景気は緩や

かな回復基調を続けました。人材サービス業界に関しては、人手不足感の高まりを背景に完全失業率が約25年ぶり

の低水準、有効求人倍率が約44年ぶりの高水準を記録するなど、雇用情勢が改善を続けております。また、本年６

月には労働時間規制の強化などを柱とした働き方改革関連法が成立いたしました。

このような経営環境の中にあって、当社グループは、国が推し進める地方創生と働き方改革の２つの政策によっ

て起こりつつある変化を好機と捉え、女性就業支援やＵＩターン転職支援への一段の注力により、中四国の地域社

会での良質な雇用機会の創出を通した収益の拡大に取り組んでおります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、物流関連アウトソーシング事業の

不振などから、売上高3,221,669千円（前年同四半期比96.1％）、営業利益64,129千円（同63.4％）、経常利益

94,413千円（同91.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益52,374千円（同91.1％）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

各セグメントの営業利益の合計額は272,400千円でありますが、全社費用等の調整（調整額△208,270千円）によ

り、四半期連結財務諸表の営業利益は64,129千円となっております。

（人材派遣事業）

当事業の売上高は1,809,605千円（前年同四半期比95.7％）、営業利益は188,871千円（同111.4％）となりま

した。

当社グループの主力である当事業については、これまでより幅広い職種や雇用形態を対象とした女性就業支援

への取組みを強化するなど、顧客の幅の広がりを伴った収益の拡大をめざしたものの、本年３月に旧大阪支店に

係る人材派遣事業を事業譲渡した影響のほか、労働契約法と労働者派遣法の改正による2018年問題への対応とし

て派遣労働者の直接雇用が進んだことの影響もあり、売上面で前年同四半期の実績を下回りました。なお、前期

に始動したプロジェクト「ママ友ワーキングラボ」において「親子でおしごと相談会」を各地で開催するなど、

子育て期にある女性の仕事復帰を支援する取組みに一段と注力しております。

（アウトソーシング事業）

当事業の売上高は1,116,767千円（前年同四半期比94.6％）、営業利益は31,766千円（同44.6％）となりまし

た。

物流関連アウトソーシング事業を営む株式会社クリエ・ロジプラスにおいて主たる取引先からの繁忙期の受注

が伸び悩んだことなどから、前年同四半期の実績を下回りました。なお、株式会社クリエ・ロジプラスは、同社

従業員の福利厚生の充実を主目的として、本年８月に企業主導型保育園を香川県さぬき市に開園しております。

一方、当社では、株式会社ママスクエアとの間に締結したフランチャイズ・チェーン加盟契約に基づいて、未就

学児の母親を対象とした見守りスペース付オフィス「クリエ×ママスクエア高松」を香川県高松市の本社事業所

内に設置し、本年12月から事務系業務の請負を開始する予定です。

（人材紹介事業）

当事業の売上高は91,392千円（前年同四半期比102.2％）、営業利益は27,143千円（同101.0％）となりまし

た。

収益性の高い当事業については、東京と大阪の「中国・四国ＵＩターンセンター」を主軸に、自治体や地域の

各種団体とも協力しつつ、２大都市圏から中四国への人材還流に繋がるＵＩターン転職支援への取組みを一段と

強化しております。また、地域在住の幅広い層の求職者を対象とした中四国域内での転職支援にも注力したこと

により、前年同四半期の実績を上回りました。なお、当社は、協力関係にある穴吹カレッジグループが運営する

専門学校を卒業した留学生を対象とした就職支援事業の可能性を探るため、本年10月に当社グループ初となる海

外事務所をベトナムのホーチミン市に開設しております。
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（採用支援事業）

当事業の売上高は180,435千円（前年同四半期比106.0％）、営業利益は25,248千円（同115.2％）となりまし

た。

株式会社採用工房を中核企業として首都圏や近畿圏で営んでいる当事業については、企業の求人・採用に係る

代行業務が堅調に推移したことから、前年同四半期の実績を上回りました。

（その他）

再就職支援、研修・測定サービスなど、上記の各セグメントに含まれない事業の売上高は23,468千円（前年同

四半期比107.9％）、営業損失は629千円（前年同四半期は5,429千円の営業損失）となりました。

(2) 財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ4,923千円減少して2,009,915千円となりました。これ

は、売掛金の減少（653,358千円から595,422千円へ57,935千円減）などによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前期末に比べ41,047千円減少して956,713千円となりました。これ

は、未払費用の減少（463,554千円から432,004千円へ31,549千円減）などによるものであります。

なお、有利子負債の期末残高は、前期末に比べ9,998千円減少して86,845千円となりました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前期末に比べ36,124千円増加して1,053,202千円となりました。こ

れは、配当金の支払い及び親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の変動（599,818千円か

ら633,693千円へ33,874千円増）などによるものであります。

なお、自己資本比率は、前期末より1.8ポイント増加して48.9％となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の四半期末残高は1,121,820

千円となり、前期末に比べ25,119千円増加いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は86,545千円（前年同四半期は190,126千円

の獲得）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益の計上などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は27,285千円（前年同四半期は22,074千円の

使用）となりました。これは、固定資産の取得による支出などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は34,139千円（前年同四半期は42,709千円の

使用）となりました。これは、配当金の支払いなどによるものであります。

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(7) 主要な設備

名古屋支店の移転

経費削減を目的として、平成30年８月６日付で株式会社穴吹ハウジングサービス（当社の親会社）が入居する

名古屋市中区の事務所内に当社名古屋支店事業所を移転する一方、同年８月６日付で同支店の旧事業所（名古屋

市中区）の事務所設備を除却しております。

なお、この主要な設備の変動は前期末において計画中であったものであり、この変動が当社グループの経営成

績に与える影響は軽微であります。

企業主導型保育園の新設

株式会社クリエ・ロジプラスにおいて、福利厚生の充実及び今後の人材確保を主目的として、志度事業所の近

隣に企業主導型保育園「志度 木の香保育園」を新設し、平成30年８月１日に開園しております。

なお、この主要な設備の変動は前期末において計画中であったものであり、この変動が当社グループの経営成

績に与える影響は軽微であります。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

「ママスクエア」フランチャイズ・チェーン加盟契約

契約会社名 相手方 契約締結日 契約内容 契約期間

㈱クリエアナブキ
（当社）

㈱ママスクエア 平成30年９月19日
見守りスペース付オフィス「ママ
スクエア」の設置運営の許諾

平成30年９月19日
から５年間

以後３年毎の自動
更新
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,340,000 2,340,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,340,000 2,340,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

－ 2,340,000 － 243,400 － 112,320
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

穴吹興産㈱ 香川県高松市鍛冶屋町７－12 1,323,500 57.23

藏田 徹 香川県高松市 228,700 9.89

クリエアナブキ従業員持株会

理事長 楠戸 三則
香川県高松市磨屋町２－８ 84,500 3.65

㈱穴吹ハウジングサービス 香川県高松市紺屋町３－６ 65,500 2.83

島津 実義 大阪府高槻市 56,500 2.44

穴吹 忠嗣 香川県高松市 48,000 2.08

深谷 泰平 香川県坂出市 31,000 1.34

上口 裕司 香川県高松市 29,000 1.25

山下   博 大阪府泉南市 27,000 1.17

佐藤 正晴 山形県山形市 23,000 0.99

計 － 1,916,700 82.88

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 27,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,312,200 23,122 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数 2,340,000 － －

総株主の議決権 － 23,122 －

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

㈱クリエアナブキ
香川県高松市

磨屋町２－８
27,400 － 27,400 1.17

計 － 27,400 － 27,400 1.17
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,095,700 1,120,820

売掛金 653,358 595,422

仕掛品 - 6,458

原材料及び貯蔵品 1,198 710

前払費用 15,314 23,829

その他 4,219 8,662

貸倒引当金 △1,011 △880

流動資産合計 1,768,778 1,755,022

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 18,601 52,122

工具、器具及び備品（純額） 8,042 9,644

建設仮勘定 14,000 -

有形固定資産合計 ※１ 40,643 ※１ 61,766

無形固定資産   

のれん 17,568 13,725

ソフトウエア 27,615 24,857

電話加入権 4,525 4,525

無形固定資産合計 49,708 43,108

投資その他の資産   

投資有価証券 2,485 2,569

繰延税金資産 75,986 69,060

差入保証金 75,676 76,962

その他 1,559 1,424

投資その他の資産合計 155,707 150,017

固定資産合計 246,059 254,892

資産合計 2,014,838 2,009,915
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 16,000 16,000

1年内返済予定の長期借入金 80,843 70,845

未払金 69,730 73,378

未払費用 463,554 432,004

未払消費税等 93,925 92,545

未払法人税等 47,113 32,066

預り金 45,151 46,645

賞与引当金 67,432 70,212

その他 4,213 5,933

流動負債合計 887,963 839,632

固定負債   

退職給付に係る負債 109,797 117,080

固定負債合計 109,797 117,080

負債合計 997,760 956,713

純資産の部   

株主資本   

資本金 243,400 243,400

資本剰余金 112,320 112,320

利益剰余金 599,818 633,693

自己株式 △6,679 △6,679

株主資本合計 948,859 982,733

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 685 744

その他の包括利益累計額合計 685 744

非支配株主持分 67,532 69,724

純資産合計 1,017,077 1,053,202

負債純資産合計 2,014,838 2,009,915
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 3,352,693 3,221,669

売上原価 2,675,849 2,588,660

売上総利益 676,843 633,009

販売費及び一般管理費 ※ 575,727 ※ 568,879

営業利益 101,116 64,129

営業外収益   

受取利息 50 65

受取配当金 19 19

受取賃貸料 1,206 1,206

助成金収入 962 28,678

受取補償金 950 -

その他 111 829

営業外収益合計 3,300 30,798

営業外費用   

支払利息 683 515

営業外費用合計 683 515

経常利益 103,732 94,413

特別損失   

固定資産除却損 11 573

特別損失合計 11 573

税金等調整前四半期純利益 103,721 93,839

法人税、住民税及び事業税 41,659 26,783

法人税等調整額 △3,785 6,899

法人税等合計 37,873 33,683

四半期純利益 65,847 60,156

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,331 7,781

親会社株主に帰属する四半期純利益 57,516 52,374
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 65,847 60,156

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 99 58

その他の包括利益合計 99 58

四半期包括利益 65,946 60,214

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 57,615 52,433

非支配株主に係る四半期包括利益 8,331 7,781
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 103,721 93,839

減価償却費 12,236 11,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） △78 △131

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,860 2,780

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,590 7,283

受取利息及び受取配当金 △70 △85

支払利息 683 515

固定資産除却損 11 573

売上債権の増減額（△は増加） 68,911 57,935

たな卸資産の増減額（△は増加） △99 △6,099

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,447 △1,379

その他の資産の増減額（△は増加） △7,205 △9,955

その他の負債の増減額（△は減少） 36,429 △24,635

その他 △5,802 △1,027

小計 212,741 131,213

利息及び配当金の受取額 70 85

利息の支払額 △622 △507

法人税等の支払額 △22,267 △44,246

法人税等の還付額 204 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 190,126 86,545

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7,521 △24,812

無形固定資産の取得による支出 △9,748 △1,621

関係会社貸付けによる支出 △180,000 △100,000

関係会社貸付金の回収による収入 180,000 100,000

その他 △4,805 △852

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,074 △27,285

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △14,998 △9,998

自己株式の取得による支出 △14 -

配当金の支払額 △18,327 △18,551

非支配株主への配当金の支払額 △9,370 △5,590

財務活動によるキャッシュ・フロー △42,709 △34,139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 125,341 25,119

現金及び現金同等物の期首残高 984,064 1,096,700

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,109,406 ※ 1,121,820
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

　 62,526千円 62,607千円

 

２．当座貸越契約

当社グループ（当社及び連結子会社）は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行４行との間で、

それぞれ当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づく、借入未実行残高は、次のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

当座貸越極度額 550,000千円 550,000千円

借入実行残高 16,000千円 16,000千円

差引額 534,000千円 534,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
　　至 平成30年９月30日）

給料手当 199,839千円 200,387千円

賃借料 48,880千円 46,054千円

賞与引当金繰入額 45,619千円 37,811千円

退職給付費用 7,705千円 7,729千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 1,108,406千円 1,120,820千円

その他（証券会社預け金） 1,000千円 1,000千円

現金及び現金同等物 1,109,406千円 1,121,820千円

 

EDINET提出書類

株式会社クリエアナブキ(E05256)

四半期報告書

16/21



（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 18,500 8 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月26日
定時株主総会

普通株式 18,500 8 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 人材派遣事業

アウトソー

シング事業
人材紹介事業 採用支援事業 計

売上高          

外部顧客への

売上高
1,890,546 1,180,746 89,445 170,195 3,330,933 21,760 3,352,693 － 3,352,693

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

32 － － 12,300 12,332 4 12,336 △12,336 －

計 1,890,578 1,180,746 89,445 182,495 3,343,265 21,764 3,365,030 △12,336 3,352,693

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
169,540 71,304 26,866 21,925 289,636 △5,429 284,207 △183,091 101,116

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再就職支援事業、研修・測定

サービスなどを含んでおります。

２．調整額は、次のとおりであります。

(1) セグメント利益又はセグメント損失の調整額△183,091千円には、セグメント間取引消去1,468千円、の

れん償却額△552千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△184,007千円が含まれておりま

す。

(2) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 人材派遣事業

アウトソー

シング事業
人材紹介事業 採用支援事業 計

売上高          

外部顧客への

売上高
1,809,605 1,116,767 91,392 180,435 3,198,200 23,468 3,221,669 － 3,221,669

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

743 － 2,577 12,300 15,621 － 15,621 △15,621 －

計 1,810,349 1,116,767 93,970 192,735 3,213,822 23,468 3,237,290 △15,621 3,221,669

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
188,871 31,766 27,143 25,248 273,030 △629 272,400 △208,270 64,129

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再就職支援事業、研修・測定

サービスなどを含んでおります。

２．調整額は、次のとおりであります。

(1) セグメント利益又はセグメント損失の調整額△208,270千円には、セグメント間取引消去2,264千円、の

れん償却額△552千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△209,982千円が含まれておりま

す。

(2) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。

（有価証券関係）

前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 24円87銭 22円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 57,516 52,374

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円）
57,516 52,374

普通株式の期中平均株式数（株） 2,312,528 2,312,527

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成３０年１１月１２日

株式会社クリエアナブキ

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡 辺 力 夫   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小 川 伊智郎   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クリ

エアナブキの平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成３０年

７月１日から平成３０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエアナブキ及び連結子会社の平成３０年９月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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